
該当項 事項 内容

2-46 交通

交通に関する対策について、「通学時間帯への配慮」と記載されているが、一般的な登校時間
帯と下校時間帯に分け、それぞれの時間帯に対する対策を記載すること。

2-46 交通

交通安全対策として、地域の安全に万全を期すため、地元住民及び特に配慮が必要な施設に
対し、工事車両及び廃棄物運搬車両の主な搬入ルートや搬出入口の構造、搬入台数の見込み
等について事前周知を行うこと。また、廃棄物運搬車両の通行に関する苦情窓口を設置し、適
宜運搬業者に対する指導を徹底すること。

2-46 交通

搬出入口交差点付近の事業地内道路に勾配があるため、必要に応じて誘導員を配置するなど
車両の減速に有効な対策を行い、当該交差点の安全性を確保すること。また、道路凍結対策を
講じること。

2-46 交通
工事中及び稼働後の交通安全対策については、交通管理者及び道路管理者と協議のうえ決
定すること。

その他
大型車両の通行により主な搬入路（マミコウロード及び町道）路面への影響について、補修等の
対応方法及び連絡体制等について予め道路管理者と協議を行うこと。

8.17-6
安全（交
通）

準備書（1206項）表8.17-3に示す通学路等の状況として、児童が「県道221号を利用し、マミコゥ
ロードを横断する」旨の記載があるものの、同項に「マミコゥロードを通学路（徒歩利用）として利
用する児童はいなかった」と記載しているため、誤解を与えている。評価書の作成にあたって
は、適切な表記によって調査結果を示すこと。

その他
施設の稼働前に、地元地域（地元行政区等）とモニタリング体制や車両通行等に関する環境保
全協定を締結すること

その他

施設の安定的な稼働には地域との良好な関係を構築することが必要不可欠であるため、自主的
かつ積極的なモニタリングを実施すること。また、モニタリングの対象・頻度等については、近隣
住民の意見・要望を十分に反映し、５町と協議のうえ決定すること。なお、以下について、モニタ
リングを行う対象の追加を検討し、その結果を評価書に記載すること。
①工事中における公共用水域（川内田川）への放流水の水質検査（下流側（川内田地区）で当
該河川水が農業利用されているため）
②稼働後、調整池及び事業地内観測井戸におけるPFASの水質検査（対象とする種類は、取り
扱う廃棄物や国等の動向を踏まえ、地域住民の関心に配慮して選定すること）

2-29 給水計画 雨水の活用について、想定する手法を記載すること。

8.7-53 地下水

地下水涵養計画の具体的な検討にあたっては、その他手段を地下水財団への寄付に限定せ
ず、御船町内で水田湛水事業に取り組む地域団体等へ直接的な支援、または涵養林植樹等に
よって、事業地周辺地域の地下水涵養に寄与する取組を検討すること。

8.7-53 地下水

施設稼働に伴う地下水位の影響について、仮想井戸を含む群井による予測結果では、目標量
の取水が確実なものであるか疑問が残る。したがって、評価書においては、現時点で想定し得る
群井計画を具体的に示したうえで、再度評価結果を記載すること。また、群井による揚水試験に
ついては、渇水期に実施することを前提とし、その他実施方法や情報共有等について町水道事
業者と協議のうえ実施すること。

地下水

事業地周辺では、現在においても渇水期に地下水位低下及び湧水量減少が発生することがあ
るため、熊本県地下水保全条例に基づく緊急時の地下水採取量制限、及び町水道事業条例に
基づく上水道の給水制限に迅速に対応できるよう、利用水確保の代替手段を予め備えること。

騒音・振
動

工事着手にあたっては、近隣住民及び特に配慮が必要な施設管理者に対し、騒音・振動が生
じる時間、工事車両の出入り時間について、事前説明・積極的な情報提供を行うこと。

8.16-3 文化財

工事において土地の掘削が御船層群に及ぶ場合は、掘削時に御船町教育委員会の地質学・
古生物学専門の担当者が立ち会うことができるよう配慮すること。また、化石が発見された場合
は、緊急の発掘調査に協力するよう努めること。

8.12-22 景観

景観について、「建物は周辺環境と調和のとれた親しみやすいデザインとし、圧迫感を感じさせ
ないものとする。また、熊本県景観計画を踏まえ、周辺の環境へ配慮する。」と記載があるが、具
体的な外観（建物色彩、デザイン等）については、適切な時期に概要を公表し、地域とのコミュ
ニケーションを経て決定すること。

「上益城地域におけるエネルギー回収施設等設置事業環境影響評価準備書 」に関して
　御船町が熊本県に提出した意見の内容を公表します。
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